
国際部用目日本語教科書編纂の基本方針

岡 野 喜 美 子

国際部では,昨 年io月 から基礎準備を始め,現 在,・3人 の非常勤講師1〕

とともに初級から初 中級21にかけての頁本語教科書 を作 りつつある。 作 り

っつあるというとかなり作業 として進んでいる観があるが・正しくは作 り

始めたところとでもいうべきであろう。この 「作る」段階に来て,私 たち

はいくつもの困難 と解決すべき課題に直面している。

教科書作 りは,つ ねに気の遠 くなるような作業 と困難を伴 うものである

が,今 回感 じる困難や解決 しなければならない課題は,以 前に教科書を作

ったときのものとはかな り違 う種類のものである。

これは,オ ーディオ ・リンガル方式に基づくシラパス・授業の形態,教

授法を信 じて教科書を作る努力をした,以 前の経験に比べ,今 回は,は じ

めから試行錯誤の中に光明を見いだそうとい うおぼつかないスター トを切

っているか らにほかならない。目指す先はただひとつ,国 際部の学生に合

った 「伝達能力のつ く教育の実現」であるが,さ しあたってどの小道に入

ってどの方角を目指せばいいのか決めかねている旅人にも似た思いで模索

を始めている3)。

以下,教 科書作成に関して模索中の課題も含めて次の順序で述べる。

1・ なぜ今,国 際部向け教科書を作 るのか

2.ど ういう教科書を作 ろうとしているのか

3,教 授法などとの関わ.り

4.結 び
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L教 科書編纂の必要

多 くの日本語教育機関でいろいろな教科書が作 られているが,そ れは,

それぞれの機関の学生の必要に合わせたrそ れぞれの教育」が求められる

からである{)。国際部で教科書を作る理由も国際部の留学生 に合った教育

の必要が求められているからである。国際部の留学生 とい う特定の学習者

を対象 とする教育が必要であると考える根拠は・「講座 日本語」第24分 冊

の拙稿 「国際部の初級 目本語教育」5}に述べたので,こ こでは簡単に触れ

る程度にしたい。

近年,目 本語教育の方法論の研究が進 んできてお り,教 師同士の会話で

も学習者の多様化・特定の二一ズといった言葉 をよく耳にするようになっ

てきた。これらの用語を使 うまでもなく,国 際部の学生には創設以来一貫

して特色があり,そ れに対応する教育の必要がある とい うことはそこで

教える教師の共通の認識であった。つまり,最 近になって急に学生たちが

変わってきたためそれに合 う教育が必要になったとい うのではない。セン

ターの留学生などとの比較においては,学 生のほとんどを占めるアメリカ

人留学生の口頭伝達表現 と実用性 へ の強 い志 向,学 習内容 ・題目への関

心 ・無関心 の差の大 きさ,口 頭での伝達意欲に比べ読み書きによる伝達意

欲の低いこと6),な どの傾向やホームステイとい う生活形態は以前からほ

とんど変わらない。国際部の初期のころとの違いといえば,ど この大学に

も見 られる傾向だと思われるび,ビ ジネス関係の専攻の学生が相対的に増

えていること,日 本語学習歴のある学生が増えたことなどである。

上に述べたような特色をもつ国際部学生に適 した日本語教育の必要性 は

これまで何年にもわた りたぴたび論 じられてきた7〕わけであるが,今 日ま

で実現 に向けて動き出せる内外の条件がなかったとい うのが実情である。

諸条件が整った昨年,私 たちはようやく国際部用の教科書作成 の準備に入

ることができたのである。(この準備の中には,学 習者および学習者周辺に

たい して行 った二一ズ調査8憶 あったことを付 け加 えてお く。)
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2。 教科書編纂の基本方針

内外の日本語教科書,こ れまでに使用経験のある日本語教科書,副 教材

などの分析 と使用結果・ 国際部の学生 に共通の弱点の分析から・r国 際部

学生用 目本語教科書」(仮 題)(以 下r国 際部教科書」 と略す)の構成 と内容

をン次のような考えに基づいて決めたo

話 しことばと書きことぱは徹底 して分離したほうがいいのではないか

会話 も文章もより自然なものにするために話 しことぱ と書きことばの文

法 ・表現は分けて考えたほうがいいのではないか

話 しことば(会話)で文字(漢 字)を教えよ うとしないほ うがいいのではな

いか

各課の会話の目標一 機能 ・場面など一 を簡潔にしたほ うが学習 しや

す く,到 達感があるのではないか

会話教材を,理 解できれぱいいもの(receptive)と 使えるようにしたい

もの(productive)の2っ のタイプにはっきり分 けたほ うがい いので

はないか

ローマ字は大学生用の教科書 としては使用 しないほ うがいいのではない

か

1〉 構成 と内容

「国際部教科書」は,大 きく分けて会話教材 と読み物教材の2冊 とする。

作成は同時に行 う。

A会 話の本

会話の本は,徹 底 して会話のカー 話す ・聞 く技能一 を伸ばすことを

目的として作成する。 したがって,会 話はできるだけ自然なもの9)にする。

目本に住む学生たちが学校生活,社 会生活,家 庭生活(ホ ームステイ)で必

要 とする表現力,聴 解力をつけることを目指す。

□各課の構成

・会話

。文型/表 現意図
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・解説

・単語

●練習1(基 礎的な ドリノレ)

・練習2(会 話 ドリル)

Oタ スクシ ロールプレイなど

・聞 き取 り

練習(ド リル〉は教室用 というより予復習用である。教室内の練習 として

はさまざまなタスクや ロールプレイをさせて,基 礎的,応 用的な練習が行

えるようにする。

国際部 に留学 している学生たちがホームステイ している言語生活環鏡を

考 え,聴 解力の訓練を積極的に行 う。LL教 室がないこともあって,こ れ

までどちらかとい うと時間があれぱ行 う程度であった聞 く練習を,開 き取

り教材 を充実させることで十分行 うようにする。いろいろな話 し方一 く

だけた会話,丁 寧な会話一 にも早 くか ら慣れ させる。

B読 み物の本

文字(び らがな,カ タカナ,漢 宇)の 導入は この読み物で行 う、た とえ

初級で あっても,F読 むカ,書 くカ」の教育は単に文字力に とどまらず,

総合的 な読み書 き能力,す なわち,文 字力,読 解力,文 章力 のすべて を考

慮に入れるべきである。非漢字系の学生の揚合,漢 字がネックになって読

解力,文 章力がつきに くいぶ,こ れには2通 りの場合がある。第1は,知

っている漢宇の数が少なすぎて読み物 らしいものを読まず,会 話教材 を読

むことに終わ りがちな揚合,第2は かな)の 漢字数を学習 しなが らそれ ら

の漢字 を使 った適当な読み物がないため・学習 した漢字が単なる知識 にと

どま窮 結果的 に読む力がつかない場合である。コミュニケーシ ョンのカ

とい うととかく会話教材の中だけでとらえ られがちであるが・初級後期か

ら中級 にかけて,語 彙,ト ピック,表 現 のどれをとっても読み書きのカに裏

打 ちされない話すカには限界渉あって,こ れが伸ぴ悩みの原因 となる。 こ

の意味でも学習漢字 と読み物,作 文 とを密接 に関係づけて摸字 と読み書き
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への興味を増 し,能 力を高めるための工夫をすることが必要 であろう。

この読み物の本は,最 初 の課のほうは,会 話 の本 の内容・文法項 目など

に関遠づけて並行 して使えるようにすることを考 えているが,後 のほうに

なると関連づけられないものが増 えて くるはずである。むしろ,途 中から

は会話教材を離れて トピック中心,構 文中心,表 現中心で読み物 の課 を作

ることを積極的に考えたい。

□各課の構成

・漢字の導入一 意味,音 訓,書 き順,熟 語

。漢字交 じりで書かれた文(文 章)の理解 と読み方練習

・漢字を使って文(文章)を書 く練習

・話しことば一 くだけた会話 口調 ,助 詞の脱落,省 略など一 と書き

ことばの違いを意識 させ,き ちんとした文を書 くようにするための構

文練習工O)

。会話の本から抜 けがちな文法項 目1D〕,語 彙,文 章表現などを盛 り込 ん

だ読み物

。大学生 にふさわしい知的で興味 ある読み物一 ディスカッションやデ

ィベイ ト7ス ヒ。一チン作文のテーマになるもの

2)作 り方

以前,オ ーディオ ・リンガル ・アプローチの考えに基づ く初級教科書鋤

を作ったとき7教 科書の骨格はだいたい次のような順序 で作 られた。

a文 型 の選択

初級文型 と思われ る項 目の洗い出 しと選択

b文 型 の配列

「易から難へ」の原則

単純 な形 ・単文から複雑な形 ・複文へ

c文 型(形)と 結びつく表現意図の洗い出 し.「マショウ」形から「一緒

に～ましようか」「わたしが～ましょうか」「一ましょう1」などへ

d文 型 と結びつき,か つ学習者 の必要に近いと思われる場面や話題,
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人物の設定

e会 話の書き下ろし

fド リル作成

g解 説(ノー ト)作成

文型の形・表現の説明,表 現意図,伝 達機能などの説明

h単 語

i漢 字の選択 ・配分

会話,ド リル中の漢宇の洗い出 し

j揚 面設定による応用会話の勧め

k練 習問題

今回,「 国際部教科書」 を作るにあたって,土 のような教科書の作 り方

とは異なる方式をとった。すなわち,文 法項目(文法的なシラバス)を考え

る前にまず表現意図 ・機能を選ぴ出すことを行った。そして,そ れらに合

う表現をできるかぎり具体的に書 き出 した鋤。

表現意図 ・機能から始 めた理由は・もちろんそれを中心に盛 り込んだ教

科書を作 りたかったからであるが,も うひとつは初級文型の洗い出しにつ

いてはいつでも(編著に携わる4人 のうち)だれでもできるが,初 級の表現

意図 ・機能になると必ずしもヰ人 が共通の理解に立っているとは限らない

と思ったからである。 このやり方は少なくとも教科書作成の視点を構文・

文型からより機能のほうに向けるうえで,ま た機龍中心で集めたリス トか

らどうい う重要魯構文 ・文法項目が抜けるのかを体験できたことで,大 い

に効果があった、参考までに,実 際の過程を順に書いてお く。

・依頼(す る ・受ける ・断る〉,相 談,挨 拶などの表現意図 ・機能 にかか

わる項 目のリス トアップと検討

・上で十分,あ るいはまったく扱 われなかった項目一 文末表現 ,副 詞

節,従 属節,コ ソア馬 副詞,自 他動詞,テ ンス ・アスペクトなど

一 のリス トアップと検討

。助詞のリス トアップ
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これ らは何十ぺ一ジにも及び,シ ラパス作成の もとにな る項 目である

が,こ のままでは単なる項目リス トにすぎない。これをどういうシラバス

に編成するか,実 は2月 現在まだ検討中である。実際にいくつかの課 を試

作 し作成に着手 したわけであるが,大 きな課題のひ とつはこのシラバス作

りである。今後二一ズ調査の結果も参考にして初級から初中級に及ぶシラ

バスを作 りあげていかなければならない。試行錯誤 と模索を続 ける中で議

論を重ね,課 題を解決 していくことになろ うが,私 の予測では,試 作期間

中の経験か ら単一のシラバスのもとにすべての課を作ることはしない(で

きない)で あろうということである。

これについては,シ ラバスが確定し教科書編纂が軌道に乗った時期,あ

るいは試用版ぶできた段階で発表することにしたい。

3,教 授 法 な ど と の関 わ り

今 ・ 国 際 部 の 日本 語 教 育 のた め の教 科 書 を作 る にあ た っ て,教 科 書 が変

わ りさえす れ ぱ それ で よい とい う発 想 は ない 。 しか し,本 稿 で は 教科 書 の

こ とのみ を取 り上 げ,教 授 法 や コー ス全 体 に触 れ な か った。 カ リキ ュ ラム

や コー ス の大 きな枠 組 み が ま だ確 定 で きな い段 階 で,教 科 書 を作 り始 め る

こ との愚 を指 摘 され る か も しれ な い.こ れ ま で も,ど ち らか とい う と,教

育 にたず さわ るわ れ われ の 関心 の 中心 は ど うい う教 科書 を使 用 す るか に あ

動 教 授 法 を含 む カ リキ ュ ラム全 体 へ の関 心 は薄 か っ た よ うに思 うが,そ

れ を よ しと して い るわ けで はな い.た と えば,教 科 書 で扱 うはず の タ ス ク

ひ とつ とって も 「ど う教 え るか」 に直 接 結 び つ く もので あ るだ け に,教 科

書 の進 行 と同 時 に考 え を進 めて い く必 要 が あ り・ これ も大 きな課 題 とし て

残 ってい る。

函際 部 に と6て,コ ミュ ニ カ テ ィ プ ・ア プ ロ ーチ に基 づ く教 授 法,TPR

な ど学習 効 果 を高 め る た め の教 授 法 の(採 用 を前 提 とした)研 究 は これ か ら

で ある。 実 際 に国 際 部 で考 え られ る教授 法 は い くつ か を組 み 合 わせ た も の

に なる で あ ろ うが,今 後 皆 で勉 強 して い きた い と考 え て い る。
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4.結 ぴ

いったん教科書ができると,そ れは好むと好まざるとにかかわりなく教

育の固定化につながりやすい。必要に合 った固定化であればその教育機関

の長所 となろ うが,必要に合わず固定化している揚合には動脈硬化である。

もし,柔 軟な使用法を可能にし動脈硬化 を起 こさない教科書を実現 させ

ることができるとすれば,そ れはかなりの成功である。そのときどきの条

件一 必要性,使 われるレベル,使 用目的など一 によって使い方に工夫

ができる教科書こそ今求められる教科書の姿なのではないか,と 私は考え

る。 さらに,教 科書を,軽 薄でなく軽やかな融通のきく会話教材 と,重 苦

しくなく重厚な読み物教材 という2本 立て としてい くことではじめて 「国

際部学生用 日本語教科書」を今作る意廉があると思 う。

最後 に,会 話教科書を作るうえで,今 だに抱えたままの 「課題」を書 き

出 して本稿 を終わることにする。

初級会話 における 「自然さ」 とは何だろう。 「普通の談話的自然 さ」 と

「機能上,表 現上,語 彙的,場 面的に不 自然でないこと」 とは～

自然 ならいい規範(見本)な のだろうか。 自然な会話にともなって数多 く

の構文や機能が同時 に現われるが,学 習に支障 をきたさない ものなの

だろうか。

初歩のレベルにおいて,あ る機能,表 現,場 面への必要(二 一ズ)の大 き

さは呆たしてそれらの構造的な,あ.る いは発音上の難 しさを超えて習

得を容易にするものなのだろ うか。

[注1

1)大 塚純子,宮 崎寿子,長 谷川ユリの3氏 。

2〉 「初中級」 というレベルについては,「 日本語運用力養成問題集一

初中級用一 」(大塚純子,川 口さち子・浜由美子・および筆者 の共

著)の序で監修者寺村秀夫氏が触れておられる。 国際部の揚合,こ の

段階を無視 して初級終了者の中級への移行は考えにくい。このレベル

とそこでの学習については別稿で論 じたい。

3)折 しも,昨 年の 「日本謡学」11月 号に掲載 された市川保子氏の論文

一25一



目「コ ミ ュニ カテ ィブ ・ア プ ロー チ の中 で の文 法 の あ り方 一 新 教 科 書

作 成 を通 して 一 」 は,筑 波 大 学 留 学 生 教 育 セ ン ター で 「コ ミ ュニ カ

テ ィ プ.・ア プ ・一 チ を 目指 して」 作 成 して い る教 科 書 に関 し・談 話 と

構 文 力 ・文 法 につ い て の問 題 提 起 を行 っ て い る。 先 行 す る コ ミ ュ ニ カ

テ ィブ ・ア プ ロー チ に よ る初 級 教 科 書 が ない 中で の,意 欲 的 な試 み と

模 索 の様 子 が うか がわ れ るq

4)「 日本 語 学 習者 の多 様 性,二 一 ズ」 な ど につ い て は 田 中望 氏 「日本

語 教 育 の方 法 一 コー ス ・デ ザイ ン の 実 際一 」 お よ び 岡 崎敏 雄 氏

「日本 語 教育 の教 材 」 な ど に くわ しい
。

5)岡 野 喜 美 子 「国 際 部 の初 級 日本 語 教 育 一 現 状 と 将 来 へ の 展 望

一 」『講 座 日本 語 』第24分 冊
,早 稲 田大 学 日本 語 研 究 教 育 セ ン タ ー,

1989

6〉 国際 部 の 中 だ けで 考 えれ ば,以 前 よ り読 み書 きや 漢字 に関心 の あ る

学 生 の比 率 は少 しず つ で は あ る が増 えて い る よ うに思 う。し か し,依 然

ア メ リカ人 学生 の会 話 力 と読 み 書 き のカ の差 は大 ぎ く,こ れ が 同 じ非

漢 字 系 で あ って も ヨー ロ ッパ 系 の学 生 との大 きな違 い とな って い る。

7)国 際 部 の 日本 語 教 育 に つ い て は 注5の 拙稿 に北 条 淳 子 氏,川 本 喬

氏,上 山民 栄 氏 に よ って 書 かれ た先行 の論 文 が紹 介 され て い る。

8〉 この 二 一 ズ調 査 は,筆 者 と長 田紀 子,シ ニ ッ ク陽子 両 非 常 勤 講 師 が

行 っ て い る共 同研 究 に基 づ くも ので,第1回 は1989年1三 月 末 か ら12

月 末 に か けて行 わ れ た 。 同 じ被 調 査者 を対 象 に別 の 角度 か ら本 年6月

に また 実施 す 愚予定 で あ る。

9)「 で きる だ け 自然 な もの」 と した の は 「完 全 に 自然 な も の」 が 何 か,

がわ か らな い か ら で あ る。 「自然 さ」 へ の考 慮 が足 りな か っ た た め に

不 自然 を許 した教 科 書 に対 す る反 省 と して 「自然 さ」 を求 め る気 持 ち

は強 い。 一 方,初 級 教 材(す な わ ち,規 範)と して 「自然 な会 話 」 は こ

れ だ,と 言 え る もの は な か な か見 え て こな い。 模 索 中 の課 題 と して4

の結 び で も この 点 に触 れ た 。

10)構 文 力 や 正 確 さ は 書 くこ とで しか っ か な い ので は な い か。 自然 な・

しか し断片 的 な会 話 に現 わ れ に くい構 文 は 同時 に学 習 させ る読 み書 き

の 中で こ そき ち ん と教 え られ るべ きで あ る と考 え る。

11)LeamJapanese(Young&Nakal三ma-Okand)

12)不 完 全 な もの で は あ るが,参 考 例 と して 「依 頼」 を取 り上 げ る。
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【依 頼 す る】

～ テ ク レマ セ ン カ/テ クダ サ イ マ セ ン カ(テ!ナ イ デ)

テ モ ラエ マ セ ン カ/テ イ タ ダ ケ マ セ ン カ

～ テ ク レナ ィ カ ノテ ク レ

～テ ク ダサ イ

～テ チ コ ウダイ/テ

～ ヲオ 願 イ シ マ ス

～ タイ ンデ ス ガ/テ モ ライ タ イ ン デ ス ガ/テ ホ シイ ンデ ス ガ(ケ ド)

～ トウ レシ イ ンデ ス ガ/ト ア リガ タイ ンデ ス ガ

チ ョッ ト 。_ン デ ス ガ

ヨ カ ッ タ ラ/ヨ ロシ カ ッタ ラ

ア ノ ウ チ ョ ツ ト

悪 イ(ン)デ ス ケ ド

ス ミマ セ ンガ

【受 け る】

ア,イ イ デ ス ヨ/ド ウ ゾ ノイ イ デ ス ケ ド

ワ カ リマ シ タ/ア ・ ソ ウデ ス カ・ ス ミ マ セ ン ハ イ,エ エ

【断 る】

ア,チ ョ ッ ト・一 ン デスケ ド/ン デ/ア,チ ョ ッ ト(で き)ナ イ ン デ

スケ ド

ァ,(こ れ,借9た)ン デス
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